
【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■厚沢部町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：3校 、児童数：27人）

【教科全体の状況】

【分析】
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　【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○
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教　　　科

児童質問紙

学校質問紙

ＩＣＴ機器（実物投影機等）を活用した授業設計等、指導技術の向上と改善◎

【厚沢部町の学力向上策】
Ｔ・Ｔによる学習指導や、習熟度別学習指導などの多様な学習形態を取り入れた効果的な学習指導の展開

「平成29年度全国学力・学習状況調査の自校の分
析結果について、調査対象学年・教科だけではな
く、学校全体で教育活動を改善するために活用し
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

○ 全ての学校が、「算数の指導として、家庭学習の
課題（宿題）を与えた」と回答している。

平成29年度全国学力・学習状況調査の自校
の分析結果について、調査対象学年・教科だ
けではなく、学校全体で教育活動を改善する
ために活用した結果、授業改善が図られ、児
童の学習内容の理解と定着につながったと考
えられる。

○ 算数の指導として、家庭学習の課題（宿題）を
与えた結果、家で、自分で計画を立てて勉強
をしている児童の割合が全国及び全道を上
回ったと考えられる。

国語Ａ・Ｂでは、全ての領域で全国を上回ってい
る。

○ 算数Ａ・Ｂでは、全ての領域で全国を上回ってい
る。

理科では、全ての領域で全国を上回っている。

「家で、自分で計画を立てて勉強をしている」と回
答した児童の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。
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※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化
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【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各
種データ等に基づき、教育課程を編成し、実
施し、評価して改善を図るＰＤＣＡサイクルを
確立した結果、授業改善が図られ、生徒の学
習内容の理解と定着につながった考えられ
る。

学校が、効果的な学習指導に取り組んだ結
果、課題の解決に向けて、自分で考え、自分
から取り組んでいた生徒や、生徒の間で話し
合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広
げたりすることができている生徒の割合が全
国を上回ったと考えられる。

生徒質問紙

「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り
組んでいた」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。

「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができている」と回答し
た生徒の割合が、全国を上回っている。

国語Ａ・Ｂでは、全ての領域で全国及び全道を上
回っている。

数学Ａ・Ｂでは、全ての領域で全国を上回ってい
る。

理科では、全ての領域で全国及び全道を上回って
いる。

○

■厚沢部町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：31人）

○

【教科全体の状況】

【分析】
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　【生徒質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○

学校質問紙

教　　　科

【厚沢部町の学力向上策】

ＩＣＴ機器（実物投影機等）を活用した授業設計等、指導技術の向上と改善◎
Ｔ・Ｔによる学習指導や、習熟度別学習指導などの多様な学習形態を取り入れた効果的な学習指導の展開

生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種
データ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評
価して改善を図るＰＤＣＡサイクルをよく行った。
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※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化
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